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『 自分自身を愛するように隣人を愛しなさい。わたしは主である。』        
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「「「「    美しい人間関係美しい人間関係美しい人間関係美しい人間関係    」」」」    

    

私の子供時代（もう３０年ほど昔になりますが…）、世間では、五無主義と言われる風潮が叫ばれて

いました。その五無主義とは、「「「「無気力・無関心・無責任・無感動・無作法無気力・無関心・無責任・無感動・無作法無気力・無関心・無責任・無感動・無作法無気力・無関心・無責任・無感動・無作法」」」」と言われていますが、現

在においても尚、何事に対しても、無気力であり、無関心であり、無責任であり、更には、無感動であ

り、無作法である人は少なくはありません。そう言えば、私自身も、かつてそのような思いで社会やあ

らゆるものを見ていたことを深く反省させられるのであります。 

けれど、最近よく指摘されることの一つに、子ども達の他の人に対する無関心、無感動、更に無責任

と言った傾向が叫ばれています。もし、自分の子どもがそうであったとしたならば、私たち大人は、将

来に大きな不安を感じずにはいられません。 

そもそも人生の感動とは、共に生きる相手がおり、喜ぶものと共に喜び、悲しむものと共に悲しむと

ころにある、と言われています。 

もし、一人ひとりの個性を大切にして、主体性を重んじる教育が、結果として人間を非社会的にして

しまい、利己的な（※）人生観を与えるのであれば全く無意味であると言えるでしょう。一人ひとりが

重んじられることは、互いに相手を重んじることでなければならず、自分自身の価値は他の役立つこと

によって、本当の価値が見い出されるのだ、と思います。人と深く関わり合わず、自分の豊かさと満足

と快楽のみを追い求める生き方は他の人に対する無感動を増大させ、更に競争の原理によって生きる生

き方を誘い、人を押し退（の）けてでも自分の充実と成功を獲得しようとする排他的な人間へと形づく

られていくのです。このようなことを考えると、幼い日から次元の違った考え方で、子どもの心を育ん

で行かなければならないことを痛感させられるのです。 

今月の『『『『    自分自身を愛するように隣人を愛しなさい。わたしは主自分自身を愛するように隣人を愛しなさい。わたしは主自分自身を愛するように隣人を愛しなさい。わたしは主自分自身を愛するように隣人を愛しなさい。わたしは主（神）（神）（神）（神）である。である。である。である。』』』』という聖書のみ

言葉は、最も有名なみ言葉の一つして、誰の心の奥にも響いてくる大変素晴らしい言葉です。けれど、

実際の生活の中で、本当に自分自身を愛するように隣人を愛することが出来るのだろうか、と言う問い

が、いつも私たちの心を悩ますことではないでしょうか。 

今日、人間関係を築いていく上で、自分の気持ちを有りのまま人に伝えることの難しさに、度々、心

を悩ましている人が少なくありません。例えば、夫婦の関係や親子の関係において、あるいは親しい人

との関係や地域の人たちとの関係においても、中々意思の疎通が上手く出来ないことを私たちは感じて

しまいます。それは、大人の世界だけではなく、子ども達の世界でも起こり得ることかもしれません。

それだけに私たちは毎日、自分の生きていることの意味を、あるいは自分の人生の価値を見出すことの

難しさを感じながら生きている、と言っても間違いではないでしょう。 

そのような私たちに対して、聖書は一つの生きる意味を与えているのです。それは、受けるよりは与

える方が幸せであること、他の人と共に生きる喜びを分かち合うこと、いつも自分のことだけを考えな

いで、他の人のことも考えられること、助け合って生きる社会や世界を築いていくことなど…。 

聖愛保育園でなされているキリスト教保育には、子ども達自身が互いに、幼い日に人間としての生き

方について語り合い、隣人との美しい関係を造り出していくことの意味を大切にしながら保育をしてい

ます。保育園において子ども達が仲間同志として生きていく中でも、そうしたことを毎日、経験する機

会がたくさん与えられています。 

きっと、子ども達自身、この聖愛保育園で毎日、目に見えない神さまやイエス様と触れている中で、



神さまの愛を知り、その愛を通して、隣人やお友達の存在の意味を深めていることでしょう。 

日本の古い諺（ことわざ）の一つに、「「「「三つ子の魂百までも三つ子の魂百までも三つ子の魂百までも三つ子の魂百までも」」」」とありますが、幼い日に育まれた魂は、

その子の人生を豊かに形造っていく、と言われます。 

私は、この園で育った子ども達一人ひとりが、将来、大人への階段を上って行く中で、自分自身を愛自分自身を愛自分自身を愛自分自身を愛

するように隣人を愛する人へ、するように隣人を愛する人へ、するように隣人を愛する人へ、するように隣人を愛する人へ、と成長していくことを心から願って止まないのであります。 

（※）利己的…自分だけの利益を追求する生き方 

 

行行行行 事事事事 予予予予 定定定定    �                                                     

○ ９月２７日（金）合同礼拝・誕生日会 

◎１０月 ２日（水）英会話（ゆり組、すずらん組） 

◎１０月 ３日（木）合同礼拝（以上児クラス） 

◎１０月 ４日（金）人力車体験（すずらん組） 

◎１０月１６日（水）英会話（すずらん組） ９時～ 

◎１０月１６日（水）ピザ作り体験（すずらん組） 

◎１０月１７日（木）避難訓練 

◎１０月２２日（火）祖父母招待日祖父母招待日祖父母招待日祖父母招待日（すみれ組、ゆり組、すずらん組）（すみれ組、ゆり組、すずらん組）（すみれ組、ゆり組、すずらん組）（すみれ組、ゆり組、すずらん組） 

◎１０月２４日（木）秋のふれあいバス遠足秋のふれあいバス遠足秋のふれあいバス遠足秋のふれあいバス遠足 

◎１０月２９日（木）合同礼拝・誕生日会 

◎１０月３０日（水）劇団クラルテ 

●１１月 ６日（水）英会話（ゆり組、すずらん組） 

●１１月 ７日（木）合同礼拝 

●１１月２１日（木）避難訓練 

●１１月２８日（木）収穫感謝合同礼拝・誕生日会 

※ 保育園行事に参加される保護者の皆さまは、早めにご予定を入れて下さいますよう宜しくお願い致します。 

 

� おおおお 知知知知 らららら せせせせ 

☆ 新入園児のお友だちを紹介します。宜しくお願い致します。 

・ ちゅうりっぷ組  渡邊 鈴奈（わたなべ れいな）ちゃん 

松木 実咲希（まつき みさき）ちゃん 

・ ゆり組      松木 煌明（まつき こうめい）くん 

☆ 最近、朝夕の送迎時に、大変混み合う時間帯があります。送迎時に、クラス担任とお話しされる方は、まことに

申し訳ございませんが、保育園（職員用）の駐車場保育園（職員用）の駐車場保育園（職員用）の駐車場保育園（職員用）の駐車場にお止め下さいますよう宜しくお願い致します。 

☆ 今年度の「祖父母招待日」「祖父母招待日」「祖父母招待日」「祖父母招待日」は例年より早く１０月２２日（火）１０月２２日（火）１０月２２日（火）１０月２２日（火）に計画しています。すみれ組、ゆり組、すずらんすみれ組、ゆり組、すずらんすみれ組、ゆり組、すずらんすみれ組、ゆり組、すずらん

組組組組の祖父母の方々は、ご参加下さいますよう宜しくお願い致します。尚、本日、案内文書を発送致します。 

☆ 来月１０月２４日（木）に、【秋の【秋の【秋の【秋のふれ合いふれ合いふれ合いふれ合いバス遠足バス遠足バス遠足バス遠足】】】】を行います。今年は、佐野植物公園（大分市）に行きます。

詳細については、後日、案内文書を発送致しますので、今からご予定に入れて下さいますよう宜しくお願い致し

ます。 

☆ 毎週日曜日、午前９時から９時３０分まで子ども達の教会学校を行っています。 

静かな朝、神さまを礼拝し、神さまの愛と祝福を味わうひと時をご一緒に過ごしてみませんか。 

関心のある方は、小森 牧師か利光 先生までご連絡下さい。 

ennpoennpoennpoennpouuuu Seiai ((((２０１３・９・２６))))    


